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息子の落書き                       文責 髙木   

私の次男が確か小学校５年生の頃、はげ頭のお爺ちゃんの顔をノートに落書きしていた。丁寧に正面 

と横からの顔が描いてあった。当時、息子の担任の男性の先生はかなり年配で、その先生の似顔絵をノ 

ートに落書きしたものと私は思いこんだ。 

その日の夕食前だったと思う。テレビの前で無心に遊んでいる息子を捕まえて、私はこの時を逃せば躾

ができなくなるとばかりに息子を叱り始めた。しかし、息子曰く、その落書きは担任の先生が黒板に描か

れたものを写して描いたもので「チャンスの神」の似顔絵だという。 

「チャンスの神は前髪が長いが、後ろ（後頭部）には髪の毛が全く無いとのこと。すれ違った後に、振

り返ってチャンスを掴もうとしても掴めない。すれ違う前に前からやってくるチャンスの神の前髪を掴み

にいきなさい。」と担任の先生が図示しながら話をされたとのこと。 

私は息子に悪いことをしたものだ。その担任の先生は誠に残念ながら、すでに他界されているが、私は

今でも感謝しているし、同じ教師として目標にもしている。  


